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排水作業準備計画について排水作業準備計画について
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 『排水作業準備計画』は、河川管理者が行う排水作業の準備に係る計画であり、実際の
洪水時に氾濫状況に応じて排水作業の進め方等を検討・決定するうえで必要な基礎資
料を事前に準備し整理しておくものです。

 排水作業準備計画は河川管理者が主体となり作成しますが、その運用にあたっては関係
機関（関係自治体、道路管理者、排水施設管理者）との連携が不可欠であり、訓練
や災害対応後のふりかえり（検証）を通じて、課題の抽出と対応策を関係機関と共有し
たうえで排水作業準備計画の見直しを行い改善を図っていく必要があります。



排水作業準備計画作成に関する取組排水作業準備計画作成に関する取組
「水防災意識社会の再構築に向けた緊急行動計画」の取組として、大規模水害発生時に浸水が長期間
継続する地区で排水作業準備計画の作成が進められています。
全国的には、『排水作業準備計画作成の手引き(以下、手引き)』が令和2年5月に策定され、排水作業準
備計画の作成・運用のために必要な基本的事項が示されています。
本年度は、対象となる全２８ブロックにおいて排水作業準備計画を作成しました。

○『排水作業準備計画作成の手引き』の策定

○排水作業準備計画の作成（減災協議会４ブロックで各１箇所）

・浸水特性、排水ポンプ車の参集場所、アクセスルート、設置箇所、排水元・排水先、排水効果

等をとりまとめた準備計画書を作成

令和2年度

○排水作業準備計画の作成（全２８ブロック） ※想定最大規模を対象

・浸水が長時間（24時間以上）継続するブロックを対象にとりまとめ

○現地訓練の実施（排水ポンプ車の通行確認・設置箇所の確認）

令和3年度

令和2年5月
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排水作業準備計画書の内容排水作業準備計画書の内容

3-1 排水ポンプ車等の規格を踏まえた条件の設定

3-2 排水ポンプ車等の規格を踏まえた
配置可能区間の設定

3-3 集結場所の設定

3-4 アクセスルートの選定

3-5 排水ポンプ車等の配置場所及び
配置可能台数の設定

3-6 排水作業による効果の評価

2-1 氾濫ブロックの設定

2-2 決壊地点の選定

4-1 排水作業準備計画図の作成

4-2 排水対応タイムラインの作成

4-3 関係機関との連携・調整に関する事項の整理

第2章 氾濫特性等の把握

第3章 排水ポンプ車等の配置場所の検討

第4章 排水作業準備計画の作成

第5章 排水作業準備計画の運用・検証

基本事項編

排水作業準備計画書は、計画を作成する上での考え方を示した「基本事項編」と
各排水ブロックでの排水作業における必要な情報・図面をとりまとめた「各排水ブ
ロック編」の構成として作成しています。

準備計画作成する上での検討項目・内容の
基本事項についてとりまとめ

各排水ブロック編

各排水ブロックで必要となる各種情報（浸水特性・
排水ポンプ車等のアクセス・設置方法等）についてと
りまとめ
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参考資料参考資料
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各自治体の排水作業準備計画の対象ブロック各自治体の排水作業準備計画の対象ブロック
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多摩川水系ブロック位置図

協議会 自治体名 ブロック名 備考

多摩川
上流部

八王子市 多摩左⑦ 根川排水樋管 ※2
立川市 多摩左⑦ 根川排水樋管

青梅市 多摩左⑧ 熊川第二排水樋管 ※2
昭島市 多摩左⑦ 根川排水樋管 ※1
日野市 多摩左⑦ 根川排水樋管 ※2
福生市 多摩左⑧ 熊川第二排水樋管

多摩市 多摩右⑦ 大丸谷戸川樋管 ※2
羽村市 多摩左⑧ 熊川第二排水樋管 ※2
あきる野市 多摩左⑧ 熊川第二排水樋管 ※2

協議会 自治体名 ブロック名 備考

多摩川
下流部
左岸

大田区
多摩左① 雑色ポンプ所
多摩左② 矢口ポンプ所
多摩左③ 上沼部排水樋管

世田谷区
多摩左③ 上沼部排水樋管
多摩左④ 下野毛排水樋管
多摩左⑤ 宇奈根排水樋管

府中市 多摩左⑥ 猪方排水樋管 ※1
調布市 多摩左⑥ 猪方排水樋管

国立市 多摩左⑦ 根川排水樋管 ※1
狛江市 多摩左⑥ 猪方排水樋管

品川区 多摩左① 雑色ポンプ所 ※2

相模川水系ブロック位置図鶴見川水系ブロック位置図

協議会 自治体名 ブロック名 備考

多摩川
下流部
右岸・
鶴見川

稲城市
多摩右⑥ 諏訪排水樋管
多摩右⑦ 大丸谷戸川樋管

横浜市

多摩右① 市場ポンプ場
鶴見左① 北綱島ポンプ場・

南綱島ポンプ場
鶴見左② 新羽ポンプ場
鶴見左③ 川向ポンプ場
鶴見右① 鶴見ポンプ場
鶴見右② 樽町ポンプ場
鶴見右③ 太尾ポンプ場・

港北水再生センター
鶴見右④ 小机干若雨水幹線

川崎市

多摩右② 戸手ポンプ場
多摩右③ 小向ポンプ場・

古市場ポンプ場
多摩右④ 丸子ポンプ場
多摩右⑤ 等々力ポンプ場

協議会 自治体名 ブロック名 備考

相模川

平塚市

相模左① 中島ポンプ場
相模右① 東部ポンプ場・

馬入ポンプ場
相模右② 駒返排水樋管

藤沢市 相模左③ 下町屋ポンプ場 ※1

茅ヶ崎市
相模左① 中島ポンプ場
相模左② 今宿ポンプ場
相模左③ 下町屋ポンプ場

寒川町 相模左④ 本川排水区

大磯町
相模右① 東部ポンプ場・

馬入ポンプ場
※1

※1：自治体内に対象ブロックはないが、浸水長期化によって
影響の可能性があるブロックを記載

※2：自治体内に対象ブロックがなく、その他ブロックでの浸水
長期化による影響もない場合は、最近傍のブロックを記載



排水作業準備計画書(各排水ブロック編)の内容排水作業準備計画書(各排水ブロック編)の内容

浸水被害特性図 広域図

排水ポンプ車配置詳細図 排水効果

想定決壊地点、
排水ブロックの被害（浸水継続時間）を記載

集結候補場所のマップコードや河川事務所連絡先
決壊地点までのアクセスルート記載

決壊地点までのアクセスルート（詳細）、
排水ポンプ車等の配置計画を詳細に記載

排水作業による効果量（浸
水継続時間）をポンプ車配
置台数毎に整理
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排水ポンプ車通行確認・設置箇所確認訓練排水ポンプ車通行確認・設置箇所確認訓練
排水作業準備計画(案)の実行性の検証を目的として、排水ポンプ車を用いた現地訓練を実施し、排水ポンプ
車の通行確認や設置箇所を確認しました。

7

鶴見川

多摩川

新羽ポンプ場
排水ブロック

丸子ポンプ場
排水ブロック

小向・古市場
ポンプ場
排水ブロック

！

！

！
P

！

：走行ルート
：道幅の狭い箇所
：排水作業箇所

！

P

P

P 京浜河川事務所

通行確認（鶴見川・早淵川合流点） 作業箇所確認（多摩川大橋付近）

全幅：約2.2m

全高：約2.6m

全長：約7.5m

使用機材：ポンプ車（排水量30m3/min、京浜河川事務所所有）

発動発電機

ポンプ

操作制御盤

○訓練結果
・ポンプ車（30m3/min）では、道幅が狭い箇所でも通行可能で
あるが、ポンプ車（45m3/min）の通行が難しい箇所を確認
・排水作業上の支障物となるフェンスや擁壁への状況を確認
し、対応方法を整理
○今後の予定
・訓練で得られた成果を踏まえて、排水作業準備計画(案)を
更新して、関係者へ展開

訓練実施箇所

早淵川

フェンス
（撤去が必要）

狭小箇所でも
通行可能を確認

擁壁
（ホース保護が必要）

○日時：令和４年１月３１日 １３：３０～１７：３０
○訓練内容
・道幅の狭い箇所での排水ポンプ車の通行確認
・排水作業箇所でのフェンス等の支障物の確認
○実施箇所（下図）
・丸子ポンプ排水ブロック場（多摩川）
・小向・古市場ポンプ場排水ブロック（多摩川）
・新羽ポンプ場排水ブロック（鶴見川）



排水作業準備計画について（自治体への確認事項）排水作業準備計画について（自治体への確認事項）
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排水作業準備計画は、洪水時の氾濫状況に応じて想定される排水ポンプ車の作業箇所やアクセス
ルートなどを具体的に示したものとなっています。
各自治体の対象となるブロックの準備計画について、以下の視点で確認していただき、実際の洪水
時に活用してください。
 大規模氾濫発生時に想定される排水ポンプ車による排水活動内容の理解と各箇所で必要と
なる対応事項の確認
⇒道路上へのポンプ車設置を行う際の通行止めの実施、支川への氾濫水の排除の際の
調整などが必要

 内水発生時に排水作業を行う際の参考情報（作業箇所やアクセス）として活用
⇒排水作業準備計画上の作業箇所は、ブロック内でも地形の低い箇所が対象であり、内
水発生箇所と重複することが想定されるため

また、排水作業準備計画は、訓練や災害対応後にふりかえり（検証）を行い、課題抽出や対応策を
各自治体と共有して、見直していくことも想定しています。

【Do】
訓練の実施
又は
災害対応

【Check】
課題抽出

【Plan】
排水作業準備計画の

作成

【Action】
排水作業準備
計画の見直し

排水作業準備計画の検証・見直しイメージ


